
社会資本総合整備計画書
（小美玉市）

令和４年１１月　提出



玉里地区における安全な避難路・通学路の整備（防災・安全） 〇

令和３年度　～　令和４年度　（２年間） 自治体名 茨城県小美玉市

玉里学園義務教育学校外周道路から玉里学園義務教育学校までの避難に要する時間を約10分から約5分へ短縮する。
玉里学園義務教育学校へ安全に避難できる人数を増やす。

（R3当初） （R3末） （R4末）

A13　市街地整備事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 全体事業費 個別施設計画

種別 種別 対象 間接 R3 R4 R5 R6 R7 （百万円） 策定状況

A13-1 都市防災 一般 小美玉市 直接 小美玉市 市町村道 地区公共施設等整備 37.4 －

小計（市街地整備事業） 37.4 －
Ｃ　効果促進事業

C13　市街地整備事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 全体事業費

種別 種別 対象 間接 R3 R4 R5 R6 R7 （百万円）

C13-1 都市防災 一般 直接 ・・・

小計 ・・・

番号 一体的に実施することにより期待される効果

交付金の執行状況
（単位：百万円）

※　令和３年度以降の各年度の決算額を記載。

市町村名事業者

Ｂ

事業内容要素となる事業名事業者

R7

要素となる事業名 事業内容

玉里学園義務教育学校外周避難道路整備
L=170ｍ

0

0

0

8.4

R3

不用額
（h = c+d-e-f）

未契約繰越＋不用率
(h = (g+h)/(c+d)）

R4 R6

配分額
（a）

R5

未契約繰越＋不用率が10％を超えている場
合その理由

29.0

0

29.0

0

0

翌年度繰越額
（f）

うち未契約繰越額
（g）

0

前年度からの繰越額
（d）

支払済額
（e）

0

8.4

0

計画別流用
増△減額
（b）

交付額
（c=a+b）

8.4

0 0

0 0

費用便益比

Ｄ － 0.0%

備考

備考

備考

令和４年１月５日

約3,000人約2,000人

（様式２）社会資本総合整備計画（防災・安全交付金）
計画の名称

交付対象

計画の目標

計画の期間

大雨・地震といった災害に備え，特に土砂崩れの被害が懸念される玉里地域において，住民の土砂崩れ避難に資する避難路の整備を実施し，かつ平時における子供の通学路の安全性を確保するため整備を実施することにより，
地域の防災性と子供の安全性を高める。

　　定量的指標の定義及び算定式

　　計画の成果目標（定量的指標）

当初現況値
備考

定量的指標の現況値及び目標値

最終目標値中間目標値

玉里学園義務教育学校へ安全に避難できる人数の増加 約2,000人

重点配分対象の該当

災害時における避難に要する時間＝玉里学園義務教育学校までの距離 / 歩行速度 9.975分

番号

交付対象事業

小美玉市

市町村名

9.975分 4.95分

合計
（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）

Ａ 37.4（百万円）
効果促進事業費の割合

Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）

番号
事業及び
施設種別

Ｃ37.4（百万円）全体事業費 0百万円－



（様式３）図面（防災・安全交付金）

計画の名称 玉里地区における安全な避難路・通学路の整備（防災・安全）

計画の期間 令和３年度　～　令和４年度　（２年間） 茨城県小美玉市交付対象

玉里学園義務教育学校

A13-1

都市防災総合推進事業

（玉里学園義務教育学校

外周避難道路） L=170ｍ

国道355号

霞ケ浦


